
取扱説明書

SW-KVM2UUN

デザイン及び仕様については改良のため予告なしに変更することがございます。
本書に記載の社名及び製品名は各社の商標又は登録商標です。
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本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。 
最新の情報は、弊社WEBサイト(http://www.sanwa.co.jp/)をご覧ください。
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ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みください。また、
お手元に置き、いつでも確認できるようにしておいてください。

■サポート情報
■ドライバの
　ダウンロード
■よくある質問（Q&A）
■各種対応表

最新の情報はWEBサイトで！!  http://www.sanwa.co.jp/

各情報ページを直接
ご覧いただくこともできます。

など、最新情報を
随時更新しています。

本取扱説明書の内容は、予告なしに変更になる場合があります。 最新の情報は、弊社WEBサイト(http://www.sanwa.co.jp/)をご覧ください。

▼サポートページへ▼トップページから

ご質問、ご不明な点などが
ありましたら、ぜひ一度

弊社WEBサイトをご覧ください。

※必要事項をご記入の上、大切に保管してください。
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保証期間　12ヶ月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お買い上げ年月日　 　　　　　年　 　　月　 　　日
担当者名

SW-KVM2UUN

保証規定・保証書
1)保証期間内に正常な使用状態でご使用の場合に限り品質を保証しております。万一保証期間内で故障がありました場合は、弊社所定の方法で無
償修理いたしますので、保証書を製品に添えてお買い上げの販売店までお持ちください。

2)次のような場合は保証期間内でも有償修理になります。
　①保証書をご提示いただけない場合。　
　②所定の項目をご記入いただけない場合、あるいは字句を書き換えられた場合。
　③故障の原因が取扱い上の不注意による場合。
3)お客様ご自身による改造または修理があったと判断された場合は、保証期間内での修理もお受けいたしかねます。
4)本製品の故障、またはその使用によって生じた直接、間接の損害については弊社はその責を負わないものとします。
5)本製品を使用中に発生したデータやプログラムの消失、または破損についての保証はいたしかねます。
6)本製品は医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器などの人命に関わる設備や機器、及び高度な信頼性を必要とする設備や
機器やシステムなどへの組込みや使用は意図されておりません。これらの用途に本製品を使用され、人身事故、社会的障害などが生じても弊社は
いかなる責任も負いかねます。

7)修理ご依頼品を郵送、またはご持参される場合の諸費用は、お客様のご負担となります。
8)保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。
9)保証書は日本国内においてのみ有効です。

④故障の原因がお客様による輸送・移動中の衝撃による場合。
⑤天変地異、ならびに公害や異常電圧その他の外部要因による故障及び損傷の場合。
⑥譲渡や中古販売・オークション・転売等でご購入された場合。



この度はパソコン自動切替器SW-KVM2UUN(以後、本製品と表記)をお買い上げいただき誠にあ
りがとうございます。本製品は、1組のキーボード・マウス・ディスプレイを2台のパソコンで切替えて使用
するための切替器です。
本取扱説明書は、本製品を正しくご使用いただくための取扱い方法、使用上の注意などについて説明す
るものです。なお、お読みになった後も本書はお手元に置いてご使用ください。
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保証規定・保証書

3.安全にお使いいただくためのご注意（必ずお守りください）

■警告：下記の事項を守らないと火災・感電により、死亡や大けがの原因となります。
●分解、改造はしないでください。（火災・感電・故障の恐れがあります）
　※保証の対象外となります。
●水などの液体に濡らさないでください。（火災・感電・故障の恐れがあります）
●小さな子供のそばでは、本製品の取外しなどの作業をしないでください。
　（飲み込んだりする危険性があります）

■注意：下記の事項を守らないと事故や他の機器に損害を与えたりすることがあります。
●取付け・取外しの時は慎重に作業を行ってください。（機器の故障の原因となります）
●次のような場所では使用しないでください。
　①直射日光の当たる場所
　②湿気や水分のある場所
　③傾斜のある不安定な場所
　④静電気の発生する場所
　⑤通常の生活環境とは大きく異なる場所
●長時間の使用後は高温になっております。取扱いにはご注意ください。（火傷の恐れがあります）

■お手入れについて
①清掃するときは電源を必ずお切りください。
②機器は柔らかい布で拭いてください。
③シンナー・ベンジン・ワックスなどは使わないでください。

4.取扱い上のご注意

5.特長

本製品を使用してパソコンを切替えて使用する際は、万一に備えてデータのバックアップをこまめにす
ることをお勧めします。(切替時の不具合によるハングアップ、ケーブル抜けなど) 

●デスク周りを省スペース化できる
　1組のUSBキーボード・USBマウス・ディスプレイで2台のパソコンを切替えて使用できます。デスク
周りを省スペース化できます。

●場所をとらないコンパクトタイプ
　ケーブル一体型のコンパクトタイプなので設置の際に場所をとりません。

●2通りのホットキー切替
　ホットキーは「Ctrl」×2回または「ScrLock」×2回から選ぶことができ、ご使用ソフトでホットキーが
重なっても回避することができます。

●電源を入れたままコンソール切替えが可能
　接続されたパソコンの電源を入れたまま、コンソールの切替えが可能です。

●同時起動対応
　キーボードポートをエミュレーションしているため2台のパソコンを同時に起動することができます。
また再起動（リブート）時にポートを切替えなくても完全起動が可能です。

●ソフトウェアインストール不要
　ソフトウェアのインストールが不要で接続するだけで切替えて使用することができます。

●オートスキャン機能搭載
　オートスキャン機能搭載で接続されたパソコンを自動で切替えて、各パソコンを監視することが可能です。

●高解像度で表示
　高解像度2048×1536ドットまで表示可能。

●ACアダプタ不要
　パソコンのUSBポートから電源を供給し動作するためACアダプタが不要です。



ミニD-sub(HD)15pin
ディスプレイポートへ

USBポートへ

LED
選択時：点灯
非選択時：消灯

キーボード接続ポート
ディスプレイ接続ポート
マウス接続ポート

パソコンのUSBポートに接続

パソコンの
ディスプレイコネクタに接続

ケーブル長
（0.9m）

ケーブル長
（0.9m）

7.各部の名称・説明

8.接続方法6.仕様

対応パソコン

対応キーボード

対 応 マ ウ ス

対応ディスプレイ

対 応 解 像 度

対 応 O S

インターフェース

DOS/Vデスクトップパソコンまたはノートパソコン、Apple Macシリーズ
(USB Aコネクタ メス、ミニD-sub(HD)15pinディスプレイコネクタを持つ機種)

ミニD-sub(HD)15pinコネクタを持つマルチスキャンディスプレイ

2048×1536ドットまで表示可能(DDC2B対応)

動作時温度・湿度

保管時温度・湿度

サ イ ズ・重 量

ケ ー ブ ル 長

付 属 品

Windows 8.1・8・7・Vista・XP(32/64bit、各Edition対応）
Windows Server 2012(R2)/2008(R2)/2003(R2)
Mac OS X、Mac OS 9.0以降、Linux(CentOS、uBuntu、OpenSUSE)

切 替 方 式

消 費 電 力

ホットキー切替（パソコンAとBを切替）…「Ctrl」キーを2回連続して押す(ただし同じCtrlキー)
 または、「ScrLock」キーを2回連続して押す(どちらかを選択)

USBキーボード※1・※2・※3・※4

USBマウス※4

＜パソコン用＞
ディスプレイ：ミニD-sub(HD)15pinオス×2
USB Aコネクタオス×2（マウス用と共用）
＜コンソール用＞
ディスプレイ：ミニD-sub(HD)15pinメス×1
キーボード：USB Aコネクタメス×1、マウス：USB Aコネクタメス×1

動作電圧(USBポートから電源供給):DC+5V

消費電流:280mA(最大)

0～50℃・湿度80%以下（結露なきこと）

－20℃～60℃・湿度80%以下（結露なきこと）

W78×D72×H24.35mm・252g(ケーブル含む)

PC1：0.9m、PC2：0.9m

取扱説明書(保証書付き)

※1 :キーボードに搭載されているUSBハブポートは本製品経由では使用することはできません。
※2: キーボードに搭載されている特殊ボタンなどドライバを要する機能についても本製品経由では使用することができません。
※3: 指紋認証機能付キーボード、トラックパッド付キーボードなどでは動作しないことがあります。
※4: Bluetoothキーボード・Bluetoothマウスは非対応です。
※すべてのパソコン・キーボード・マウスの動作を保証するものではありません。
※ワンタッチボタンによるレジューム・サスペンド機能は対応しておりません。

USB

USB USB

VGA

VGA

パソコン1

マウス

VGAディスプレイ

キーボード

パソコン2

USB VGA

マウス接続ポートへ キーボード接続ポートへ

ディスプレイ接続ポートへ

※実際の比率とは異なります。

or

デスクトップ
パソコン

ノートパソコン

ワイヤレスキーボード・マウスセットの
レシーバーは切替器のキーボードポー
トに接続してください。
※Bluetoothキーボードには非対応です。



【基本操作】
1.パソコン1　　パソコン2に切替える。
Ctrl Ctrl

ScrLock ScrLock

同じCtrlキーを連続で2回押す。（初期設定）

同じScrLockキーを連続で2回押す。（ホットキーの変更操作で使用可能）

T/t

→

Ctrl F12+ →

F2Ctrl F12+ →

F1Ctrl F12+ →

F4Ctrl F12+ →

→

左Shiftキーと右Shiftキーを同時に押す。　※停止はESCキーかスペースキーを押す。

左Shift 右Shift
2.オートスキャン機能で交互に自動で切替える。（5秒間隔で自動的に切替える）

+

Ctrlキーを押しながらF12キーを押して離し、続いてアルファベットのT/tキーを押す。

3.ホットキーを「Ctrl」→「ScrLock」、「ScrLock」→「Ctrl」に変更する。

※接続するパソコンのOSとKVMのOS設定（ポートごとに）同じにすることで上記対応が可能になります。

以上の操作で切替器のOS設定は変更されます。これらの操作は一度設定すれば次回起動時からは必要あ
りません。使用環境が変わった場合は再度変更してください。上記のキーボードマッピングを参考にしてく
ださい。

OS設定方法

［Ctrl］キーを押しながら［F12］キーを押して離し、続いて［F2］キーを押す。
※KVMのポートごとに設定できます。

［Ctrl］キーを押しながら［F12］キーを押して離し、続いて［F1］キーを押す。
※KVMのポートごとに設定できます。

［Ctrl］キーを押しながら［F12］キーを押して離し、続いて［F4］キーを押す。
現在のポートOS設定がメモ帳に自動的に記載されます。

本製品の切替はキーボードによる「ホットキー切替」で行います。

9.切替方法・操作方法

●本製品の使用中に発生したデータやプログラムの消失についての保証はいたしかねます。
●本製品のカバーを開けたり、分解したりしないでください。故障の原因となります。
●本製品を水分や湿気の多い場所、直射日光のあたる場所、ホコリや油煙などの多い場所、車中や
暖房器具のそばなどの高温となる場所に設置したり保管したりしないでください。

免　　責

11.トラブルシューティング
10.使用キーボードの設定

10.使用キーボードの設定(続き)

Q1) 指紋認証機能付マウス、多機能マウスに対応していますか？
A1) マウスポートはUSBバイパス構造になっているので基本的にパソコンで直接接続時に動作して
 いるデバイスであれば全て動作します。ただし消費電力の高いデバイスについては動作しない
 ことがありますのでご注意ください。

Q2) ワンタッチボタン機能などを搭載したキーボードでワンタッチボタン機能が使用できない。
A2) ワンタッチボタン機能など、ドライバのインストールを要する機能についてはサポートして
 おりません。

Q3) ディスプレイの解像度を設定しても切替えると初期値に戻ってしまう。 
A3) 本製品はDDC信号に対応しておりますがグラフィックボードによっては正常に機能しないことが
 あります。グラフィックボードの製造元・製品型番を確認していただき最新のドライバを入手して
 更新してください。

Q4) キーボードが認識しない。（動作しない。切替操作もできない） 
A4) 他のキーボードでも接続をお試しいただける場合はお試しください。また他のパソコンでも試せ
 る場合はお試しください。特定のキーボード・パソコンでのみ発生する症状の場合、製品の相性問
 題の可能性があります。PS/2接続タイプのKVMを使用することで回避できることがあります。

Q5) スプリッターケーブルを使用してKVMと接続し使用できますか？ 
A5) 本製品はスプリッターケーブルを使用した接続には対応しておりません。

キーボードマッピング表

左［Shift］ or
右［Shift］

F13
F14
F15

左［Alt（option）］ or
右［Alt（option）］

左［Ctrl］ or
右［Ctrl］

Macキーボード
左［Shift］ or
右［Shift］

［Print Screen］
［Scroll lock］ Return

Delete
［Enter］
［Back Space］左［Ctrl］、［Win］ or

右［Ctrl］、［Win］

左［Alt］ or
右［Alt］

左［Ctrl］ or
右［Ctrl］

Windowsキーボード
＝
Macキーボード

[Application]
左［Ctrl］、［4］ or
右［Ctrl］、［4］
左［Ctrl］、［1］ or
右［Ctrl］、［1］
左［Ctrl］、［2］ or
右［Ctrl］、［2］
左［Ctrl］、［3］ or
右［Ctrl］、［3］

Windowsキーボード

パソコン・キーボード対応表

Windowsキーボード
Macキーボード

Windows機
対　応

基本入力のみ

Mac機
右記キーボードマッピング参照

対　応

※上記操作でホットキーが「Ctrl」から「ScrLock」、「ScrLock」から「Ctrl」に変更されます。
　Ctrlキーを多様するソフトウエアやCtrlキーの使用で不便な場合にScrLockキーに変更してください。

本製品は、Windows機、Mac機の混在環境でも使用することができWindowsキーボード、Macキーボー
ドどちらでもご使用いただけます。ただしMacキーボードの一部のキー（Ejectキーやボリュームキー）が
Windowsキーボードには設定がないため使用することができません。また、WindowsキーボードでMac
機を操作する場合にも一部のキーが使用できません。
切替器本体のキーボード設定をすることでWindowsキーボードでもMac機を操作することができるよう
になります。
※切替器のキーボード設定をしなくても基本的なキーボード操作は可能です。（文字入力など）
※切替器の初期設定（デフォルト）はWindows用になっています。
※切替器は各ポートごとにキーボード設定が可能です。（ポート1はWindows、ポート2はMacなど）

●KVMのOS設定を【Windows】にする。

●KVMのOS設定を【Mac】にする。

●現在のKVMのOS設定を確認する。
　※メモ帳やテキストを開いた状態にしてから実行してください。

Eject

Mult

V_DN

Eject

（Mac command） （Windows command）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 10%)
  /CalRGBProfile (Apple RGB)
  /CalCMYKProfile (U.S. Sheetfed Coated v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings false
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33167
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


